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第１５回定例会議事日程 

 

１ 日 時    平成３０年１２月１２日（水） 午前９時３０分 

２ 場   所    八王子市役所 議会棟４階 第３・第４委員会室 

３ 会議に付すべき事件 

第 １ 第４８号議案 八王子市姫木平自然の家の指定管理者の指定に関

する議案の調製依頼について 

第 ２ 第４９号議案 八王子市都市公園条例の一部を改正する条例の設

定依頼について 

第 ３ 第５０号議案 八王子市総合体育館条例の一部を改正する条例の

設定依頼について 

第 ４ 第５１号議案 八王子市体育館条例の一部を改正する条例の設定

依頼について 

第 ５ 第５２号議案 八王子市運動場条例の一部を改正する条例の設定

依頼について 

第 ６ 第５３号議案 八王子市図書館条例の一部を改正する条例の設定

依頼について 

４ 報告事項 

・八王子市立小中学校合同作品展第１４回「おおるり展」の開催について 

（指導課） 

・平成３０年度指導力パワーアップ研修等の教員研修の実施状況について 

（指導課） 

・市立中学校生徒に係る事故への対応状況について       （指導課） 

・平成３０年度八王子「宇宙の学校」の実施結果について （こども科学館） 

・平成３０年度「読書感想画」・「読書感想文」各コンクールの実施結果 

について                        （図書館部） 
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【午前９時３０分開会】 

○安間教育長  おはようございます。大変お待たせをしました。本日の出席は５名でご

ざいますので、本日の委員会は有効に成立をいたしました。 

    これより、平成３０年度１５回定例会を開会いたします。 

    本市では、地球温暖化対策、省資源対策の一環として、節電等に取り組んでおり

ます。本定例会においても、照明の一部消灯を実施いたしておりますので、御理解

いただきますよう、お願いいたします。 

    本日の議事録署名委員の指名をいたします。本日の議事録署名委員は、笠原麻里

委員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

    また、本日の議事でございますが、第４９号議案から第５３号議案については、

未だ意思形成過程のため、報告事項「市立中学校生徒に係る事故への対応状況につ

いて」は審議内容が個人情報に及ぶため、「地方教育行政の組織及び運営に関する

法律」第１４条第７項及び第８項の規定により、非公開といたしたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  御異議ないものと認めます。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  それでは、議事を進行いたします。日程第１、第４８号議案 八王子市

姫木平自然の家の指定管理者の指定に関する議案の調製依頼についてを議題に供し

ます。本案について、生涯学習政策課から説明願います。 

○岡本生涯学習政策課長  それでは、八王子市姫木平自然の家の指定管理者の指定に関

する議案の調製依頼についてですが、現在の指定管理期間が平成３１年３月３１日

で満了することから、ここで議案の調製を依頼するものです。詳細につきましては、

生涯学習政策課主査、塩澤から説明いたします。 

○塩澤生涯学習政策課主査  それでは説明します。まず初めに、教育に関する事務につ

いて市議会の議案を調整する場合は、市長は教育委員会の意見を聞かなければなら

ないという規定が地方教育行政の組織運営に関する法律第２９条にありますので、

本件の審議では、意思決定及び市長への依頼をあわせて教育委員会としての意見を

いただき、本件を市長に提出する際には、頂戴した意見を添えて提出することとし
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ます。 

    なお、市議会の議案を調整する段階で、文言はより適したものに修正される可能

性がありますが、内容自体は変わるものではないことを申し添えます。 

    八王子市姫木平自然の家については、八王子市姫木平自然の家条例第１５条で自

然の家の管理は指定管理者に行わせる、第１７条で教育委員会はもっとも適当であ

ると認めるものを選定し、議会の議決を経て指定管理者に指定すると定めています。 

    現行の指定管理者の指定期間が平成３１年３月で満了することから、新たな指定

管理者の選定を行い、その結果を受けて八王子市姫木平自然の家の指定管理者を株

式会社、長和町振興公社に指定する議案の調製を依頼するものです。 

    それでは、議案関連の１ページを御覧ください。２、指定管理者の候補は長野県

の株式会社、長和町振興公社。３、指定期間は、平成３１年４月１日から、平成３

４年、西暦２０２２年、３月３１日までの３年間です。続きまして、４、選定基準

ですが、八王子市指定管理者制度導入に向けた基本方針その２に基づき、（１）か

ら（７）までの７項目を選定基準としました。 

    続いて、５、選定経過についてです。平成２８年度以降、自然の家のあり方につ

いて、検討しているため、選定は一者特命としています。平成３０年１０月５日に

八王子市姫木平自然の家、指定管理者候補者選定のための評価会議を設置し、第一

次選考及び、第二次選考を行いました。 

まず、第一次選考では、八王子市姫木平自然の家、指定管理者候補者の選考に関

する実施要領、第２条及び第３条に基づき、事務局により応募書類の審査を行いま

した。その後、１１月１４日に第二次選考として、税理士や学識経験者などで構成

された評価会議を開催し、評価を行いました。 

    裏面になります。６、評価ですが、評価会議委員８名が１５０点の持ち点で採点

をし、１２００満点中９６３点の高い評価を受けました。 

    この結果、基準である全ての項目で６割を超える点数を獲得しましたので、株式

会社、長和町振興公社を指定管理者の候補者として、選定したところです。説明は

以上です。 

○安間教育長  只今、生涯学習政策課からの説明は終わりました。本案について、まず

御質疑はございませんか。 
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    それでは、私のほうから２点。まず１つは、指定管理者をここで指定するという

ことで、本市の小・中学校の移動教室に関してはもう十分対応が可能だということ

が前提になっているということで、まずよろしいですか。 

○塩澤生涯学習政策課主査 

    今回の評価会議の中におきましては、小・中学校長が評価会議のメンバーに入っ

ておりました。その中でも、やはり移動教室に関する対応ということで、候補者の

ほうに質問がございました。指定管理者からは、これまでどおり十分対応が可能だ

ということをいただいております。ただし、学校側としましては、緊急時の対応、

特に冬場のインフルエンザ等が流行る時期の病院への搬送といったところにつきま

して、若干不安な要素があるといったところで、そういったところをさらなる対応

を求めるというような意見をいただいております。その部分につきましては、次期

指定管理期間におきまして、十分調整を図っていきたいと考えております。 

○安間教育長  具体的な対応策も、もう提案をされたのですか。 

○塩澤生涯学習政策課主査  冬場におきましては、近隣にブランシュたかやまスキー場

があります。こちらのスキー場は、姫木平自然の家と同様、長和町振興公社が運営

を行っております。こちらのほうに職員が冬場に関しては、常駐しておりまして、

スキー場の車を利用して病院に搬送するという対応をするということで、報告を受

けております。 

○安間教育長  冬だけではないのでね。ぜひ、そこら辺の事故対応についても、お願い

をしておいてください。 

    もう１点、大きな話として、これもひっくるめて姫木平自然の家があるから、そ

こに行くんだということではなくて、指導課のほうで小・中学校の移動教室につい

ては、また別途検討してもらっているんですよね。 

○中村指導課長  これから、検討会のほうを立ち上げておりますので、そこの中で、そ

こについては検討していきたいと思っております。 

○安間教育長  ぜひ、八王子市の全ての子どもたちが経験する移動教室というそういう

コンセプトがあるわけですから、一般的なことではなくて、八王子の子どもたちは

みんなこれを経験すると、そんな良いプランを立ててください。 

    他に御質疑はございませんか。よろしゅうございますか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、本案についての御意見を伺いたいと思います。よろしゅうご

ざいますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、御意見もないようでございますので、お諮りをいたします。 

    只今、議題となっております第４８号議案については、提案のとおり決定するこ

とに御意義ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  御異議ないものと認めます。 

    よって、第４８号議案については、そのように決定することにいたしました。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  続いて、報告事項となります。指導課から続けて２件、報告をお願いし

ます。 

○中村指導課長  八王子市立小中学校合同作品展第１４回「おおるり展」の開催につき

まして、担当の金子主査からご報告いたします。 

○金子指導課主査  平成３０年度八王子市立小中学校合同作品展第１４回「おおるり

展」につきまして、配布しております資料にそって、御説明させていただきます。

はじめに１の目的ですが（１）児童・生徒の作品の発表を通して、豊かな心情を培

い、創造的な能力の向上を図る。（２）小学校・中学校が合同で作品展を行い、広

く市民に鑑賞の機会を設けることで、小・中学校９年間を見通した教育活動につい

ての理解・協力を求める、としております。 

    次に、２の主催等についてでございます。主催は、八王子市教育委員会、八王子

市公立小学校長会、八王子市立中学校長会でございます。主管は、八王子市小学校

教育研究会、書写部・図工部・家庭科部と、八王子市中学校教育研究協議会、美術

部でございます。これらの各部が中心となって、ポスターや会場図の作成を行って

いただいております。また、作品の搬入・搬出、展示なども行っていただきます。

後援は、八王子市立小学校ＰＴＡ連合会、八王子市立中学校ＰＴＡ連合会でござい

ます。ＰＴＡ連合会の皆様には、毎年度会場での受付やアンケートの回収、誘導な

どのお手伝いをいただいており、今年度もお手伝いをお願いさせていただいており
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ます。また、小学校ＰＴＡ連合会では、川柳コンクールで選ばれた川柳を、中学校

ＰＴＡ連合会では、科学コンクールで選ばれた研究発表の展示も行っております。 

    ３、会場および開催日時です。会場は、今年度もエスフォルタアリーナ八王子１

階の多目的室及び会議室を使って行います。開催日時は平成３１年１月１７日

（木）から２１日（月）、時間は午前１０時から午後８時、最終日は午後３時３０

分までとさせていただいております。 

４、出品校は小学校７０校中学校３８校で、これは毎年度と変わりございません。

また、広く市民の方にお知らせするために、全市立小中学校、市役所本庁舎や図書

館、市民センターなどの公共施設、はちバス、市内の商店会にポスターの掲示を依

頼し、ホームページのお知らせや八王子北口駅前に設置してあります河川情報表示

板でも周知に努めているところでございます。また、今年度は京王電鉄株式会社様

にもご協力をいただき、京王線の駅構内へのポスター掲示も依頼させております。

今年度のポスターは報告資料２ページ目に添付してございます。報告資料３ページ

目に来場者アンケートを添付させていただいております。昨年度までは御意見やご

要望を記入していただくための記入欄を設けておりましたが、記入のしやすさや、

集計結果の分かりやすさなどを考え、今年度より記入方法を変更させていただいて

おります。内容につきまして、御意見をいただければと思います。 

    また、今年度は、生涯学習スポーツ部とも連携し、パネル展を行う予定でござい

ます。中学校体育連盟剣道部が１２月２６日から１２月２９日に台湾の高雄市を訪

問する青少年海外交流事業のパネル展でございます。多くの皆様の御協力と連携に

より開催いたします「おおるり展」に、教育委員の皆様にも御来場いただき御感想

をお聞かせいただければと思います。よろしくお願いいたします。報告は以上でご

ざいます。 

○安間教育長  只今、指導課からの報告は終わりました。本件について御質疑はござい

ませんか。 

○伊東委員  御説明ありがとうございました。こういった取組がずっと続くことを期待

しておりますけれども、１点ちょっと質問させていただきたいのですが、この小中

学校の合同作品展には特別支援学級の子どもたちの作品の中で、特に何か代表的な

ものをボードで展示しているとかそういうことはないのでしょうか。 
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○金子指導課主査  特別支援学級の生徒さんの作品については、展示は特にしておりま

せん。 

○伊東委員  特別支援学級の合同作品展とかあるんだと思うんですけれども、東京都教

育委員会でも特別支援学級とか特別支援学校の子どもたちの作品を、アートプロジ

ェクト展ということで、青山のほうで毎年やっているんですけれども、大変優秀な

作品が多くて、特別支援学級の中のお子さんの中でも、非常に才能にあふれ、非常

に芸術性の高い作品を作成する児童・生徒もいるかもしれませんので、もし、機会

があって特別支援学級の先生方とも合同でこういったものが開催できるようなこと

が今後、もしできるようになると、また、こういったところから共同共生社会の実

現といいますか、そういったことも可能ではないかなというふうに思っておりまし

た。もし、そういった方向で御検討ができればありがたいかなということで、お話

をさせていただきました。 

○安間教育長  委員、申し訳ございません。指導課長、補足をお願いします。 

○中村指導課長  伊東委員、申し訳ございません。学校のほうで通常学級と特別支援学

級と、その分け隔てなく学校のほうから選んでいただきまして、その中に通常学級

の子どもの作品と、特別支援学級の子どもの作品が合わせて飾ってありますので、

ですから、展示はされております。訂正させていただきます。すみません。 

○安間教育長  ただ、伊東委員の御発言はそこに特化したものがあったっていいんじゃ

ないかというお話ですから、そこは検討の余地があるかなと思いますから、事務局

のほうで、考えてみてください。 

    他にございましょうか。 

○村松委員  おおるり展は、指導課さんのほうでは何人ぐらいでチームを組んでお手伝

いというか、開催期間中いらっしゃるんでしょうか。 

○金子指導課主査  指導課の職員ということですと、指導課の職員は１１名おりますの

で、その職員全てがローテーションを組みまして、あとは、学校教育部の他課、生

涯学習スポーツ部にも今年度はお手伝いをお願いしておりまして、１週間に渡りま

して、１日あたり平均５、６名で体制をとっております。 

○村松委員  このおおるり展、大変多くの保護者の方、また小Ｐ、中ＰのＰＴＡの本部

役員さんがたくさん手伝いに来てくださいます。昨年も伝えたと思うんですが、特
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に指導課の皆さんは教育委員会の顔になりますので、忙しいとは思うんですけれど

も、ちょっとお話をしていただいたり、また生涯学習スポーツ部の皆さんもそうで

すけれども、こういう時にこそ、地域、またＰＴＡの皆さんと話す良い機会である

と思いますので、ぜひ交流を深めて、いろいろと意見を聞いていただいたりできれ

ば、向こうのほうもそれを待っていると思いますので、よろしくお願いいたします。 

    あと、ごめんなさい続けて意見になってしまいます。アンケート、これは良いと

思います。１枚別で来場者の方に書いていただくとかなりのスペースがあって、皆

さん一生懸命書いていただいて、こんなに書くのかなと書いている方もいらっしゃ

いましたので、このくらいが多分、一番良いんじゃないかと思います。以上です。 

○安間教育長  ありがとうございます。ほかにございましょうか。 

○柴田委員  １点、お伺いしたいんですけれども、おおるり展について近隣の学校の児

童・生徒の例えば、図工や美術の時間に見学に来る、先生が引率して見学に来ると

かそういう取組というのはあるのでしょうか。 

○金子指導課主査  開催期間中に特定の学校の生徒さんが先生に引率されて、見学にい

らっしゃるということはありません。平日ですと、夜の時間帯に保護者の方といら

っしゃったり、あとは土日の開催期間にやはり保護者の方といらっしゃったりとい

うことが多いかと思います。 

    ただ、近隣の介護施設の方などが、ヘルパーの方に付き添われて、昼間の比較的

すいている時間に見学にいらっしゃるケースがございます。 

○柴田委員  ありがとうございました。今回、台湾の高雄市のパネル展も併設されると

いうことですし、児童や生徒にとってはこういう機会が他校との良い交流の機会に

なると思います。他校の児童・生徒の作品を通して、視野を広げるとか、八王子の

地域性を感じるというような機会になると思いますので、なるべく近隣、八王子は

広いですので、近隣の学校の先生には引率して、子どもたちがこういったものを目

に触れる機会を増やすべきということや、それから、なるべく保護者の方にもお子

さんを連れてきていただきたいというふうに思いますので、その辺の対応をよろし

くお願いします。 

○安間教育長  よろしゅうございましょうか。他にございますか。 

    さっそく、教育委員会で議論した台湾高雄市との交流のパネル展、課が横断して



 
１１

協力できるというのは、私は素晴らしいと思いますよ。ぜひ、これからも一体とな

って、横ぐしを刺して、連携してやってください。よろしゅうございますね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、報告として承らせていただきたいというふうに思います。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  引き続き、指導課から報告をお願いします。 

○上野統括指導主事  平成３０年度指導力パワーアップ研修等の教員研修の実施状況に

ついて、御報告いたします。詳細は担当の星野指導主事から説明いたします。 

○星野指導主事  それでは、配布いたしました資料に基づいて、御説明いたします。 

    配布した資料を御覧ください。説明する研修については、指導力パワーアップ研

修及び産休・育休取得中教員の研修、産休・育休、代替教員、時間講師等の研修、

サテライト研修の３点となります。 

    はじめに、１点目の指導力パワーアップ研修、産休・育休取得中教員研修の実施

状況についてです。指導力パワーアップ研修は、指導課が主催する指導課企画の研

修と、学校が主催する学校企画研修があり、実施時期や講座数、受講人数は資料に

まとめた通りでございます。平成３０年度の指導力パワーアップ研修において工夫

した点については、こちらの吹き出しの中にまとめてある３点についてです。 

１点目は、指導課企画の教科等研修において、教員が新学習指導要領の主旨を理

解し、授業改善に生かせるように教科調査官等の学習指導要領作成に関わった講師

を招聘したことです。 

２点目は、指導課の教育課題等研修において、教員が新たに求められる指導力が

身につくように、大学と連携し実践的な講座を企画したことです。具体的にはプロ

グラミング教育ということが言われている中で、教員がプログラミングを実際に行

って、ロボットを動かすというような体験をし、コンピューターに意図した処理を

行わせるために、必要な論理的な思考というようなものが、どういうものかという

ことを考えられるようにいたしました。また、英語教育というものが、また今後大

切になってくるという中で、教員の英語力の向上ということを目標に外国人の講師

とオールイングリッシュで会話ができるというような講座の設定ということもしま

した。 
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    ３点目、これはちょっと内容とはまた少し違うんですけれども、研修の申し込み

の事務作業ということが今まで、副校長先生にかなり広大な作業がわいたというこ

とで、そこの削減を図るということで、インターネットを通じた申し込みシステム

というようなことを、投入をいたしました。指導力パワーアップ研修の学びの活用

としてはそのあと矢印の下に示したところです。学校のほうでは、学校で短い時間

を設定して、校内の教員に還元研修を実施しているというような取組、また、新教

育課程、教科等検討部会の部員が基礎研究の一環として、この研修で学んだことを

部会の研究推進に活用しているという取組、また、個々が非常に大切だと思ってお

ります。日々の授業において、研修で学んだことを授業に実際に取り入れて、先生

方が授業改善につなげているというような取り組みがあるということで、指導主事

も実際に見たりとか、校長から聞き取りということで、各学校では、このように研

修で学んだことを活用しております。新学習指導要領の全面実施に向けた授業改善

は大切な取組なため、今後も各学校の取組の進捗状況等確認して、指導助言をして

まいります。 

    今後の方向性についてですが、指導力パワーアップ研修を授業力向上研修と改め

て、授業研究をメインにした研修を実施してまいります。具体的には平成３１年度

は新教育課程教科等検討部会の部員が提案、師範授業を実施する予定にしておりま

す。小学校、中学校のすべての教員が受講できるようにするために、小学校、中学

校の１３部会が、複数回授業を実施し、その日を教員の研修日といたします。受講

する教員は自分が受講したい教科等がある日に研修を申し込み、研修を受講するこ

ととなります。また、実際に全ての教員が授業を見られるということが大切になっ

てくるので、ただ、会場の都合でなかなか参加できないという教員もいるので、実

際に授業に様子を録画し、研修に参加できなかった教員がみたり、その他の機会に

て活用したりというようなことをしてまいりたいと考えております。 

    （２）の産休・育休取得中教員の研修についてでございます。指導力パワーアッ

プ研修の指導課企画の講座の一部において実施をいたしました。平成３０年度はこ

の研修に参加した教員が倍増しまして、受講者の感想からも、本研修を実施する重

要性が再確認できたところでございます。今後の方向性については、学期中に開催

する教育課題に関する研修等を産休・育休取得中教員が参加できる講座というよう
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に増やしてまいりたいと考えております。 

    続いて、資料の右側２点目の産休・育休代替教員、時間講師等を対象とした研修

の実施状況についてです。この研修は、平成３０年度新規に実施した研修です。学

校からおおむね教員歴が２年未満で教員としての指導の基礎・基本をしっかりと学

びたいと希望するものを対象に実施をいたしました。研修は６回実施し、延べ４４

名の教員が受講しました。研修では、すぐに実践ができるようにという視点から、

授業づくりの演習や子どもと関わり方、学級経営について受講者が悩んでいること

や、知りたいことを中心に実施してまいりました。今後の方向としましては、授業

づくりに関する内容に重点をおいて、学校の要請を受けて、指導主事が受講者の授

業観察をした後に、指導助言を受ける、行うというふうに充実を図ってまいりたい

と考えております。 

    最後の３点目のサテライト研修の実施状況についてでございます。この研修は、

教員の働き方改革の一環として、出張時間の短縮を図るための取り組みでございま

す。平成３０年度は、校長、副校長、業務主任を対象とした研修において、教育セ

ンターをメイン会場にサテライト会場を４校設定して、実施をしておりました。受

講者からは移動時間の短縮により、学校で自分の仕事ができる時間が確保できたと

いう感想を多く得ることができました。今後の方向性としましては、先ほど説明し

た授業力向上研修の授業の様子を各学校にも配信すると、サテライトの活用を工夫

してまいりたいと考えております。私からの説明は以上です。 

○安間教育長  只今、指導課からの報告は終わりました。本件について、御質疑がござ

いませんか。 

○伊東委員  御説明ありがとうございました。今、おおむね４つぐらいでしょうか、御

説明いただきましたけれども、どの研修も大変重要で意義があるものだというふう

に考えております。特に、産休・育休代替教員、時間講師等を対象とした研修、こ

れは今まで、東京都でも中々できていなかった部分です。また、同じ新人教員でも

こういった非正規職員への研修というのが中々できていないところを、同じ教壇に

立つ立場の先生方、正規であろうと、非正規であろうと、研修をしていただけると

いうのは、大変重要かなと考えております。そういった上でちょっとお伺いしたい

と思いますけれども、特にパワーアップ研修などは、八王子市の全ての教員研修体
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系の中ではどういう位置付けなのか、そして、以前と比べてどの程度こういったも

のが拡充したのかというものが少し見えると、こういった取組の評価というものが

しやすいかなというふうに思っております。今、単体で御説明いただいているんで

すけれども、できればそういった見せ方として、どう拡充したのかということを、

もう少し、私としてはＰＲしていただけるとありがたいかなという意味でお話をさ

せていただきましたので、その辺が分かれば、ちょっとお聞きしたいということで

す。 

○星野指導課指導主事  ありがとうございます。今回、単体の見せ方ということで、申

し訳ありません。今、指導課のほうでも、研修については、研修体系の策定を毎年

見直して作っておりまして、そこのところにもパワーアップ研修の位置付けという

ものはしっかりとされておりますので、実際そのあとでしっかりと提示をして、こ

の各それぞれの研修というようなところを、ご報告するというようなところで、や

っていくというようなところがすごく大切だなということが感じられました。その

ように今後報告の時にはしていきたいと思います。 

○安間教育長  よろしいですか、体系を見直す時にこれだけ充実させたり、新規を入れ

たりしているんですから、そこを毎年改善して、５月ぐらいに、いつも報告しまし

たよね。来年はその時期にちゃんと提示できるようにしましょう。 

○柴田委員  ２点、質問がございます。まずは、指導力パワーアップ研修のほうの校内

での還元研修の実施というところなんですが、この還元研修というのは、どういっ

た形で確保があってやるんですかというのが１つ目の質問です。学校によっては、

先生方もお忙しいと思いますので、代表の方が研修に行って、その方が各講座に行

って、それを他の先生方にどういう形で還元するのかということで、例えば、職員

室にプリントを作成したりして、誰でも見られるようにするとか、いろんな工夫が

あるんだろうと思いますが、その辺の方向につきまして、教えていただきたいと思

います。 

あと２点目は、拡充されている産休・育休取得中教員を対象とした研修について

なんですが、受講者数も増えて、充実してきたようでなによりだと思います。この

中で参加した教員の男女比なんですが、男性の方もいらっしゃるのでしょうかとい

うことを、お伺いしたいと思います。 
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○星野指導課指導主事  １点目の還元研修のやり方についてなんですけれども、こちら

は学期中に行ったというところがありまして、ただ、学校としては新しい学習指導

要領の先ほど御説明をした教科調査官と講師で呼んでいるので、ただ全員はやはり

参加させられないということだったので、学校によっては、例えば、１３講座ある

んですけれども、そこにまんべんなく教員を行かせて、その教員が学校に戻ってき

て、実際、本当にわずかな１５分とか２０分の時間のところで、例えば、夕会とか

やっている学校があれば、そこのところで、その教員が資料をもとに先生方にこう

いうところが大切ですよ、というようなところを周知をしていったというような取

組が実際にありますということです。 

２点目の産育休中なんですけれども、現在、ここのところで全て女性の教員が受

講したということになっております。 

○村松委員  産休・育休取得中教員を対象とした研修について、平成２９年度実施講座

が２講座で去年やっていましたけれども、３０年度実施講座６講座になりましたが、

この６講座って具体的にどういうのをやっているのかちょっと教えてください。 

    それともう１つ、サテライト研修の実施状況についてですが、この八王子市全体

を通して映像通信の設備等のこういうものはどれくらい設備が充実しているのかを

ちょっと教えていただきたいのですが。 

○星野指導課指導主事  １点目の産休・育休取得中教員の６講座についてですけれども、

こちらのほうが、先ほど言ったパワーアップ研修の指導課の教科等研修のところに

載っていまして、実際になるべく小学校、中学校の先生方が共通で取れるものをな

るべく多くしています。具体的には小学校の国語、小学校の社会、小学校の外国語、

あと道徳、総合的な学習の時間、小中学校で特別活動、中学校の国語というような

ものを実施し、中学校の教員に対しては７講座を設定したんですけれども、実際の

受講は中学校はなかったので、実際にこの６講座という形になります。設備の件に

ついてなんですけれども、今、実際のところ、サテライト研修を行えるというよう

なところの設備としては、しっかりと今回のところで、配信等もできているので、

４校の会場というようなところの設備としては、十分ではあると考えてはいますけ

れども、今後、サテライト会場をさらに増やしていきたいといった場合については、

またさらに設備の備品とか拡充というようなところが、必要になってくるかと考え
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ているところです。 

○村松委員  ありがとうございます。時間がない中で先生方が、こうしたサテライトで

研修ができるというのは良い取組だと思うんですが、それともう１つ、同じ学校で、

同じ地域で、同じ２年目とか３年目というそういった先生が集まるといった時に、

また悩みだとかを話をできるというようなのも、研修の醍醐味というか、いろんな

共通点が見つかると思うんですが、そういう人と人のふれあいみたいなのも大切な

ことだと思いますので、その辺もバランスを考えて、設備をこれからまた拡充して

いっていただきたいなと思いますので、しっかり研修だとか、サテライト研修だと

かをどんどんやっていただければ良いと思いますので、そのへんはバランスを考え

ていただけばなと思います。以上です。 

○安間教育長  ２年次研修や３年次研修の御説明をお願いします。 

○星野指導課指導主事  ２年次３年次研修の取組のところについては、サテライトで実

際の実施を年次研修でやっていくというところなんですけれども、確かに初任者、

２・３年次と、あと中堅教員というようなところが年次研修というのがあるところ

なんですけれども、やはりサテライトで実施をしたところで、委員がおっしゃる通

り、実際に聞いたりというようなところもあるし、実際に生の先生から聞いてみた

いというような事項もあるし、やっぱりそこの研修のどういうところでやるかとい

うのは、やっぱりすごく必要だなと思っているので、やっぱり、その年次研修とい

うようなところも、広げていくというような視野はあるんですけれども、その際に

やっぱり、サテライトを使う効果的なところの研修の内容というようなところはや

っぱりしっかりと精査をして、実施をしていきたいなというふうに考えております。 

○安間教育長  今の御指摘は２年目３年目の教員の独特の悩みなんかもあって、それは

この知識伝達のサテライトでは、解決しないんじゃないかという御指摘ですから。

それは、ちょっと１回受け止めてみて考えてください。ある程度の年次もバラバラ

で、それぞれが指導技術を学びたいというならば効果的なんだろうけれども、同じ

初任者で、ずっと宿泊までやって仲間になった。じゃあ２年目３年目になって、ま

た新たな悩みが出てきた、そこら辺の御指摘ですからね。ちょっとそこは１回受け

止めてみてください。 

    他にございましょうか。よろしゅうございますか。 
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    では、私のほうから４つ。まず、１つは教科調査官との講演会というので、中々

許可が出ないのかもしれないけれども、これは録画することはできないのですかね。 

○星野指導課指導主事  できれば、プレゼンテーション資料を持ってきていただくので、

それをいただけば、各学校の共有ドライブに入れるというようなことも交渉はした

んですけれども、やはり、難しいとのことでのお答えをいただいていたので、実際

そこが、難しいところかなと。 

○安間教育長  ここら辺は、伊東先生、共々ずっとチャレンジしていたんですけれども、

東京都でも出来なかったので、八王子だったら上手くいくかと思ったんですけれど

も、難しかったですね。でも、ぜひ御許可が得られる方に関しては、そんなけちけ

ちしないで。しかも、１０年に１度の改定の話ですから、そんな未来永劫、著作権

が残るようなものではないわけだから、ぜひ、そこら辺の録画教材の充実を図って

もらいたい。 

    ２点目は、先ほど校外での還元研修のお話を柴田委員からもありましたけれども、

どうしても還元研修と言い方をすると、大がかりなもので受けてきた講義と同じも

のを先生たちにしなければいけないような、そういうイメージを持たれるんだけど、

ここはＯＪＴですよ。そんな大それたことではなくて、机を近くしている先生方に

対して、学んできたことをいかに返すかというＯＪＴです。だから、そこに今度は

熱を入れてもらいたい。 

３点目は、教員のやりがいというのは、私は部活動にはなくて、私は教科研究だ

と思っておりますから、ぜひ、ここまで八王子市として、独自の研修体系を作って

きたならば、そこに研究機能というものをしっかりと入れるように今後検討しても

らいたいです。自分の教科のことをじっくりと年に何回か集まって研究するという

のは、ものすごく良いことだと思いますよ。制度としてもそうだろうし、本人のや

りがいにもつながるはずですから、そこら辺の環境整備をぜひ、考えてもらいたい。 

    最後、４点目は産休・育休取得代替教員と時間講師を対象とした研修をぜひ拡充

をしてもらいたいんだけれども、これは人を拡充してもらいたいんです。つまり、

プラスアルファとして、今、現実に働いている産休・育休代替教員や、時間講師を

超えてプラスアルファの人材、というのはどういうことかというと、昨年も都教委

のほうが、教員を十分確保できずに、というような事態が起こりましたよね。八王
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子市は学園都市だし、人材はいっぱいいるわけだから、その人たちを私たち独自で、

育てていくということも、我々にはできるんじゃないかなと。とするならば、大学

の３年生４年生で教員になりたいと思っている人たちにただで参加させてあげると、

その際はぜひ研修項目の中に、特別支援の指導法を入れていただきたい。そういっ

た人材を育成するという機能もぜひ、ここでもっていただきたい。そういった人材

を育成するという機能もぜひここでもっていただきたい。そうすることによって、

私たちが、物理的にも教職員課の方で、人事が足りない時に、そこを受講してくれ

た人たちにどうですかというお声掛けもできたりしますでしょう。４つ目はそこの

プラスアルファの門戸を開いてもらいたいという、そういう理由です。４点、要望

します。 

    よろしゅうございましょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、本件も報告として、承りたいと思います。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  続いて、こども科学館から報告をお願いします。 

○遠藤こども科学館長  それでは、本年６月１０日から１１月１８日まで、３会場の計

１２回に渡って実施されました八王子「宇宙の学校」の実施結果について報告をさ

せていただきます。説明はこども科学館主査、小山より説明させていただきます。 

○小山こども科学館主査  それでは、平成３０年度八王子「宇宙の学校」の実施結果に

ついて報告をさせていただきます。 

    まず、報告の趣旨でございます。平成３０年６月から１１月に市内３会場におい

て、開校いたしました八王子「宇宙の学校」の実施結果についてご報告するもので

ございます。こちらの事業目的でございますが、小学校１年生から３年生と、その

保護者を対象に、宇宙や科学をテーマにしたＪＡＸＡと協力して行う科学工作教室、

スクーリングと家庭学習を通じて宇宙や科学に関する興味関心をさらに高め、理科

好きの子どもたちを増やしていくきっかけとするためでございます。なお、平成３

０年度で第８回目を迎えました。主催につきましては、八王子宇宙の学校実行委員

会でございます。また、実施団体として、認定ＮＰＯ法人ＫＵ－ＭＡ「子ども・宇

宙・未来の会」、協力としてＪＡＸＡ宇宙教育センター、都立八王子北高等学校、
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東京工科大学、創価大学、東京薬科大学。後援として、八王子「宇宙の学校」後援

会、特別協賛として株式会社スリーボンドさんの協力を受けております。 

    次に内容でございます。スクーリングの内容につきましては、各回、ボランティ

アスタッフのサポートのもと、ホバークラフト等の科学工作を行う４回のスクーリ

ング及び「科学や宇宙に親しむ内容の教材による家庭学習」で構成するプログラム

となっております。プログラム内容につきましては、教育センター会場、東京工科

大学会場と、八王子北高等学校会場の３会場です。 

スクーリングの内容でございます。２段書きになっておりますが、各会場の順番

が違うだけでございまして、スクーリングの内容については、同じ内容です。今回、

昨年まではなかった第４回目の最終回に「宇宙の話」という外部から講師を呼んで

のスクーリングを行いました。この宇宙の話につきましては、ＫＵ－ＭＡから派遣

された講師による講演を行い、教育センター会場では大川拓也氏、東京工科大学会

場では清水幸男氏、都立八王子北高等学校会場では並木道義氏に講演をお願いいた

しました。なお、講師の肩書きは以下のとおりでございます。 

    次に、ボランティアスタッフです。市内の大学との包括連携協定を生かし、学生

の方に参加をしていただきました。また、東京八王子プロバスクラブのメンバーも

サポートスタッフとして参加しております。各大学におけるボランティアスタッフ

の人数は創価大学、５名から１５名、東京薬科大学、５名、東京工科大学、７０名、

都立八王子北高等学校の高校生が５名でございます。また、東京工科大学では、昨

年度のボランティア経験者１２名が、継続参加をしていただき、１年生の新たなボ

ランティアとして、参加したスタッフの指導を行っております。 

    次に、実施結果でございます。延べ出席組数、出席率は下記の表の通りでござい

ます。３会場定員２０６組で実施し、応募総数は２６７組、倍率は１．３倍でござ

いました。また、全体出席率につきましては、８７．９％となり、昨年度の８５．

３％を上回りました。また、最終回で行う家庭学習成果発表会の発表率でございま

すが、７０．４％と昨年の６０．７％を上回っております。 

    その他といたしまして、夏休み期間中はスクーリングがないものですから、８月

１４日、９月２日に「宇宙の学校通信」というものを発行いたしまして、各参加者

に郵送いたしました。この中で９月以降の出席及び家庭学習成果発表に取り組む意
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識を感じたところでございます。 

    最後になりますが、アンケート結果でございます。全体評価として、とても良か

った、良かったを合わせた数値が９７．３％となりました。各会場における評価に

つきましては、下記のとおりとなっております。また、アンケートに記載されてい

る自由記入欄ですが、抜粋をさせていただいたものが、下記のほうに記載をさせて

いただいております。また、次の４ページ以降でございますが、こちらは、各会場

におけるスクーリングの様子を画像、写真を撮っておりますので、そちらをまとめ

させていただいたアルバムとなっておりますので、御覧いただければと思います。

報告は以上でございます。 

○安間教育長  只今、報告は終わりました。本件について、御質疑はございませんか。 

○伊東委員  大変素晴らしい充実した取組で、こういったこともぜひ、継続的にやって

いただきたいなという思いはあります。そこで、ちょっと御質問なんですけれども、

こうした企画に関して、小学校の対象となっている子どもたち、小学校の八王子市

内の理科研究部の先生とか、あるいは小学校長会なんかとの連携の状況はどうなの

か、ちょっとお伺いしたい。 

○小山こども科学館主査  特に学校、市内小学校長、連携等は行っておりません。こど

も科学館独自の事業として開催をしております。 

○安間教育長  つながっていますよね、１年から３年までが、「宇宙の学校」で、小中

学校の科学センターとつながっているんでしょう。それを伊東委員にお話してくだ

さい。 

○小山こども科学館主査  小学校５年生につきまして、科学教育センターという形で、

理科とか科学に興味がある子が参加しております。それが、毎年１００名以上の子

どもたちが参加していることはございます。教育長がおっしゃったという、そこは

つながっているかということなんですが。 

○上野統括指導主事  中村指導課長から小学校の科学教育センターに小学校６年生のお

子様を対象にと各学校会と原則２名として募集を行っていて、小学校の場合は理科

にコミットされる先生の御指導をいただいております。その前段としまして、この

「宇宙の学校」というところで、興味関心を持っていただいたお子さんがこちらの

方にお越しいただいているということはありますけれども、現時点でこちらの宇宙
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の学校と科学教育センターという主体が違うところもありますが、実際は別なんで

すけれども、子どもたちの中ではつながりはあるのかなというふうには感じており

ます。 

○伊東委員  ありがとうございます。突然、変な質問をしてしまって申し訳なかったん

ですけれども、要は理数教育の理科を含めて、理数教育の振興って、やはり、非常

に重要な学校教育上の課題であり、日本全体の課題でもあると思うんですね。こう

した素晴らしい取組を、やはり、学校教育との関連の中で展開していくほうが、効

果的であるということと、そういう意味で学校においても小学生は理科好きなんで

すけれども、中学生になると非常に理科離れと言いまして、嫌いになっていってし

まうような部分があるんですけれども、この辺りを学校の先生がお忙しいので、役

割分担として教育委員会としてこういう取組をしているんだという考えもあるかも

しれませんけれども、やはり、学校教育の中でこういった取組があるということを

子どもたちにＰＲしていくとか、こういった取組を踏まえて、学校の教育活動との

関連を図っていくとか、せっかくやるんであれば、お互いの相乗効果になるような

取組につなげていただけるほうが、八王子市教育委員会としての施策のまとまりが

出てくるのではないかなというふうに思いますので、そういう意味でこういったも

のを、もう少し小学校の先生方との連携の中でやっていただくと、私はよろしいん

ではないかなという感じがしましたので、今後もしご検討いただければ幸いだとい

うことで、お話をさせていただきました。 

○上野統括指導主事  指導課でＪＡＸＡと連携をして理科教育推進事業というのを行っ

ております。ＪＡＸＡの職員が小学校、または中学校のほうにお越しいただいて、

理科を中心とした宇宙教育をしていただくという授業を行っております。そういう

形で、指導校としてもＪＡＸＡとの連携というところはございますので、今後その

宇宙の学校というところも含めて、体系的に何かできるのかというのを模索してい

きたいなと考えております。 

○安間教育長  そういう御指摘だと思いますよ。 

○遠藤こども科学館長  宇宙の学校に参加できるのは、小学校３年生までということに

なっておりますので、実際、３年生が終わった後になにもないのかという質問もご

ざいます。今後は指導課の方と相談しまして、中学校では科学コンクールを毎年実
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施していますので、ぜひ科学に関して引き続き興味を持っていただくために宇宙の

学校でＰＲということもやっていきたいと思っております。 

○安間教育長  ありがとうございます。体系的なというお話で、ここで改めて１回見直

す良い機会になるんじゃないかなと思いますから、ぜひ、冒頭にいったような横ぐ

しを刺していただいて、八王子の子どもたちの理科教育ですから、ぜひそこら辺の

体系をまとめてみてください。 

    ほかにございましょうか。 

○柴田委員  とても充実した良い取組だと思います。１点質問なんですが、応募者総数

が、１６７組で倍率が１．３倍ということですが、やっぱり毎回こういうイベント

ごとでは欠席者が伴うものだと思うんですけれども、ある程度欠席者数が見込まれ

た時点で繰り上げて、なるべく多く応募した方にこういう体験に参加できるような

工夫というのは何かされているんでしょうか。 

○小山こども科学館主査  応募の段階で、会場希望を第２希望、第３希望まで聞いてお

ります。１番希望数の多いのが東京工科大学で、スクールバスの御協力もいただい

ておりますことから、足の便が良いということで、希望者数が毎回多く、もれてし

まうお子様がいらっしゃいます。その際は、第２希望、第３希望のほうにまわって

いただき、参加をお願いしているところでございます。 

○村松委員  意見になります。本当に御苦労様でした。まずもって、各種団体の皆様、

またスリーボンドの特別協賛、本当にありがたいことだと思っております。感謝し

ています。それで、今、柴田委員からも出ましたけれども、前回のスクーリングで、

１回、２回、夏休みは極端に参加率が少なくなってしまうというのが、今回３回、

４回と随分それが改善されていて、皆さんの努力の成果だと思っています。本当に

御苦労様でした。こちらの写真の方にも、教育長が満面の笑みで、修了証を渡して

くださっていますけれども、これ本当に大事なことで、この間、小学校ＰＴＡ連合

会に出た時にこの話題が出たんです。それは、友達が家に遊びに行った時、このロ

ケットが家においてあったらしいんですね。友達が「これはなんなの」なんて聞い

たら、こういうのがあって夏休みから参加したんだよと言って、僕も来年参加した

いというのがあったそうなんです。やっぱり、そういう口コミですよね、友達だと

かお母さん方がそういうのがあって、とっても楽しかったよという噂が広まるんで
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すね。ですから、こういうふうに修了証まで一生懸命出ていただけるような創意工

夫努力をまたしていっていただければ、きっと、参加者がもっともっと増えていっ

て、子どもたちにとって何かまた夢の取組ができると思いますので、その辺の口コ

ミュニケーションなんていうのも色々考えていただけばなというふうに思っていま

す。以上です。 

○安間教育長  いいお話をお伺いしましたね。励みになりますね。 

    他にございましょうか。よろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、本件ご報告として承らせていただきます。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  続きまして、図書館部から報告をお願いします。 

○成田川口図書館長  それでは、平成３０年度「読書感想画」・「読書感想文」各コン

クールの実施結果について、御報告いたします。詳細は川口図書館主査、吉武から

御報告申し上げます。 

○吉武川口図書館主査  平成３０年度「読書感想画」・「読書感想文」各コンクールの

実施結果について報告いたします。 

    お手元の資料をご覧ください。本コンクールにつきましては、読書による感動や

印象を絵画や文章で表現することで、豊かな人間性を育み、読書習慣を身につけて

もらうことを目的に、八王子市教育委員会、東京八王子西ロータリークラブの共催

で行いました。 

    ４、報告内容ですが、応募期間は平成３０年８月２３日から９月３０日までとし

て、募集しました。応募作品数ですが、読書感想画コンクールは９８３点の応募が

ありました。また、読書感想文コンクールは４，３４５点の応募がありました。そ

ぞれ、各部門の内訳は記載のとおりであります。 

    次に審査でございますが、読書感想画コンクールは１１月２０日に、読書感想文

コンクールは１１月２７日に最終審査を実施いたしました。 

    裏面を御覧ください。中段の（５）になります。各コンクール受賞者については、

別紙のとおりになります。なお、参考に感想文の入選作品集を配付しております。

部数が少ないため、大変申し訳ございませんが、配付は教育長、教育委員、部長へ
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の配付とさせていただいております。 

    戻りまして、（４）表彰式を１月２４日、午後２時より開催予定でございます。

場所は、八王子市学園都市センター１２階、イベントホールで行います。また、読

書感想画コンクール児童作品の展示ですが、こちらは海外友好交流都市の台湾高雄

市の子どもたちの読書感想画と同時に展示いたします。１２月１１日から本日１２

日まで八王子駅南口総合事務所にて、平成３１年１月２３日から２６日にかけまし

て八王子学園都市センターの１１階展示室で展示いたします。この際、感想文の受

賞作品も一緒に展示を行う予定でございます。各コンクールの受賞作品は後日、市

のホームページ及び作品集の冊子にて公開する予定でおります。ウ、備考ですが、

応募者全員に、近日、ロータリークラブが用意されます参加賞の図書カードを応募

者全員に贈呈いたします。また、中学校の部の上位入賞者を海外友好交流都市であ

る台湾高雄市に派遣する予定でございます。以上で報告を終わります。 

○安間教育長  只今、報告は終わりました。本件について、御質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  よろしゅうございますか。 

    それでは、受賞された皆さん方に心よりお祝いを申し上げたいというふうに思い

ます。 

これで、公開の審議は終わりますが、委員の方から何かございましょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  ないようであります。 

それでは、ここで暫時休憩にいたします。なお、休憩後は非公開となりますので、

傍聴の方は御退室をお願いいたします。再開は１０時４０分にさせてください。 

【午前１０時３２分休憩】 

 


